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円″2+ν 2=1に 外接し,かつ直線ν=2に も接する円θの半径をr,中心を(a,b)と

する。

(1)円 θの中心の座標α,bをそれぞれrの式で表わせ。

(2)α>0,b>0と して,上の円σがさらに直線″=Pの 左側にあり,直線″=pに も接し

てし`る。このとき,円θの半径rを pの式で表わせ。

(3)上の (2)の場合,円 σの半径rは どのような範囲の値となりうるか。
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